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Vol.カンフォート

宮崎県社協情報　【カンフォート】福祉や介護を必要とする人々が心地よく快適に毎日を送れるようにという思いを込めています。

２ 県知事及び県議会議長へ
　 「令和７年度社会福祉関係予算・政策要望書」を提出しました
 市町村社会福祉協議会会長・事務局長会議を開催しました
３ 第１回種別協議会会長会議を開催しました
　 地域密着型サービス外部評価実施状況報告
　 ソウェルクラブ（福利厚生センター）ご加入のおすすめ
４ 佐藤棟良福祉基金のご紹介
　 「レクリエーション研修リズム遊び編」を実施しました
５ 複数の社会福祉法人による社会貢献の取組
　 生活困窮者等に対する相談支援事業 
　 みやざき安心セーフティネット事業
６ 地域福祉推進のキーパーソン「地域福祉コーディネーター」４

７ 「令和6年度福祉教育推進研修会」を開催しました
　 出会って、知って、つながって「みやざきボランティア体験月間」

８ 「心豊かに歌う全国ふれあい短歌大会」
　 ステージイベント観覧者募集中です
９ 虐待を防ぎましょう！（高齢者・障がい者虐待防止）

10 「ひなたの福祉講座」を開催しています（中学生・高校生対象）
　 福祉人材定着支援セミナーを開催します
11 赤い羽根共同募金
12 令和６年度苦情解決セミナーの実施概要について

つ
な
が
り
、支
え
合
う

み
や
ざ
き
の

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
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県
知
事
及
び
県
議
会
議
長
へ「
令
和
７
年
度
社
会
福
祉

関
係
予
算
・
政
策
要
望
書
」を
提
出
し
ま
し
た

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
７
年
度
の
国
、
県
の
施
策
立
案
、

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
県
知
事
及
び
県

議
会
議
長
へ
「
令
和
７
年
度
社
会
福
祉

関
係
予
算
・
政
策
要
望
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

主
な
要
望
は
次
の
５
点
で
す
。

1�  �

福
祉
・
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
確

保
と
職
場
定
着
に
向
け
た
総
合
的

な
施
策
の
推
進

2�  �

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手

確
保
及
び
定
着
支
援

3�  �

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
安
定

的
な
事
業
運
営
に
向
け
た
体
制
強

化
及
び
総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制

の
確
立

4�  �

災
害
福
祉
支
援
活
動
の
強
化
に
向

け
た
体
制
整
備
の
推
進

5�  �

地
域
福
祉
推
進
を
担
う
社
会
福
祉

協
議
会
の
組
織
基
盤
強
化
の
た
め

の
支
援
の
拡
充

本
会
で
は
、「
つ
な
が
り
、
支
え
あ
う

み
や
ざ
き
の
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
福
祉
推
進
の

た
め
の
基
盤
整
備
と
財
源
確
保
に
向
け

た
積
極
的
な
要
望
活
動
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
６
年
６
月
14
日
（
金
）
に
、「
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」
と

い
う
。）
会
長
・
事
務
局
長
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
県
社
協
か
ら
今
年
度
の
事

業
計
画
や
「
社
会
福
祉
協
議
会
基
本
要
項

２
０
２
５
第
一
次
案
」
に
つ
い
て
、
説
明

を
行
っ
た
後
、
人
口
区
分
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、「
①
今
年
度
の
重
点
事
業
、

経
営
上
の
課
題
・
懸
案
事
項
」、「
②
社
会

福
祉
協
議
会
基
本
要
項
２
０
２
５
第
一
次

案
」
に
つ
い
て
、
協
議
・
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

協
議
・
意
見
交
換
の
中
で
は
、
主
に
「
財

源
確
保
」、「
人
材
の
確
保
・
育
成
」、「
介	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

護
保
険
事
業
等
の
経
営
改
善
」
が
課
題
と

し
て
出
さ
れ
、
各
市
町
村
の
実
態
や
人
材

の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
取
組
な
ど
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
基
本
要
項

２
０
２
５
第
一
次
案
に
つ
い
て
は
、「
財
源

や
人
材
が
不
足
す
る
中
、
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
地
域
生
活
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
か
、
各
社
協
で
研
修
・
議
論

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
町
村
社
協
と
の
一
層
の
連

携
強
化
を
図
り
、「
つ
な
が
り
、
支
え
あ
う

み
や
ざ
き
の
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
」
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

実
施
状
況
報
告

第
１
回

種
別
協
議
会
会
長
会
議

を
開
催
し
ま
し
た

令
和
６
年
６
月
７
日
（
金
）
に
、

「
第
１
回
種
別
協
議
会
会
長
会
議
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
は
、
本
会
の
内
部
組
織
で
あ

る
９
つ
の
種
別
協
議
会
と
福
祉
課
題
を

共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
会
議
で
は
、「
令
和
７
年
度

社
会
福
祉
関
係
予
算
・
政
策
要
望
」
を

中
心
に
協
議
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。各

会
長
か
ら
は
、
会
員
施
設
か
ら
の

声
や
地
域
福
祉
・
施
設
福
祉
を
め
ぐ
る

現
状
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
と

職
場
定
着
、
社
会
福
祉
法
人
の
法
人
税

非
課
税
措
置
の
堅
持
に
つ
い
て
な
ど
、

貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
種
別
協
議
会
と
の
一
層
の

連
携
強
化
を
図
り
、
福
祉
課
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
県
社
協
で
は
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
外
部
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

【
令
和
６
年
７
月
】

�

ひ
え
い
の
郷
（
延
岡
市
：（
社
福
）
川

水
流
福
祉
会
）、
朝
霧
（
都
城
市
：（
社

福
）
あ
さ
ぎ
り
福
祉
会
）、
雁
ヶ
音

（
宮
崎
市
：（
医
）
春
光
会
）

【
令
和
６
年
８
月
】

�

和
楽
（
小
林
市
：（
医
）
信
和
会
）、
菜

花
園
（
西
都
市
：（
医
）
隆
徳
会
）、
仰

星
台
１
号
館
（
日
向
市
：（
医
）
慶
城

会
）、
ほ
の
ぼ
の
青
葉
（
宮
崎
市
：（
社

福
）
広
和
会
）

　 【
評
価
報
告
書
を
見
る
に
は
】

  https://w
w
w
.m
kensha.or.jp 

  https://w
w
w
.w
am
.go.jp

（
令
和
６
年
７
月
か
ら
令
和
６
年
８
月
ま
で
）
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６
月
28
日
（
金
）
に
、「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
研
修　

リ
ズ
ム
遊
び

編
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

「
カ
ム
ジ
ー
先
生
」
こ
と
、
リ
ズ
ム

音
楽
研
究
所　
主
宰　
か
む
ら　
ま

さ
は
る
（
東
京
都
）
氏
を
お
招
き
し
、

93
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が

音
楽
を
通
し
て
得
る
「
楽
力
」
や
、

心
と
脳
を
楽
し
く
鍛
え
る
リ
ズ
ム
遊

び
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
研
修
の

前
半
で
は
、
子
ど
も
の
心
を
開
く
た

め
の
考
え
方
、「
カ
ム
ジ
ー
メ
ソ
ー

ド
」
や
「
リ
ズ
ム
セ
ラ
ピ
ー
」
に
つ

い
て
、
楽
器
や
歌
を
交
え
な
が
ら
楽

し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
に
は
、
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
が

持
参
し
た
、
タ
ン
バ
リ
ン
や
鈴
、
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で

選
曲
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振
り
付
け

や
リ
ズ
ム
を
考
え
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
発
表
し
ま
し
た
。
終
盤
に
は
、
カ

ム
ジ
ー
先
生
か
ら
受
講
者
へ
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
音
楽
は
心
で
奏
で
る
も

の
」
と
い
う
思
い
が
強
く
込
め
ら
れ

た
、
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

受
講
者
か

ら
は
、「
子

ど
も
が
自

分
の
人
生

を
楽
し
む

力
を
育
て

る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を

た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。」「
カ
ム
ジ
ー
先

生
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
良
い

面
を
伸
ば
し
な
が
ら
楽
し
く
保
育
を

し
て
い
き
た
い
」
等
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
カ
ム
ジ
ー
先
生
の
下
、
リ

ズ
ム
遊
び
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修

リ
ズ
ム
遊
び
編
」を
実
施
し
ま
し
た

様々な楽器を使いました♪

全体発表の様子♪

グループ活動の様子♪

楽力の大切さをお話しいただきました。

 

佐
藤
棟
良
福
祉
基
金
の

 

ご
紹
介

佐
藤
棟
良
福
祉
基
金
で
は
、
障
が
い
児
・
障

が
い
者
の
自
立
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
次
の

２
つ
の
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
利
用
者
の
就

職
お
祝
い
金　
１
人　
２
０
︐０
０
０
円

《
令
和
６
年
度
前
期
実
績»

69
名　
合
計　
１
３
８
万
円

②
障
が
い
害
療
育
器
材
整
備
に
対
す
る
助
成
対

象
：
障
が
い
児
を
現
に
受
け
入
れ
て
い
る
法
人

立
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

１
施
設　
２
０
０
，０
０
０
円
以
内

《
令
和
６
年
度
実
績
》２

施
設　
合
計　
40
万
円

本
会
へ
の
寄
付
金

宮
崎
銀
行
旧
友
都
北
会　
様

贈
呈
日 　
令
和
６
年
５
月
20
日

寄
付
金 　
６
，
７
６
３
円

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企画課 TEL.0985-22-3145
FAX.0985-27-9003

介護 M-NET のご案内
本会では、介護事業者の集金業務の負担軽減を図るため、
利用料を利用者の金融口座から引き落とし、事業者の口
座へ振り込む集金代行システム（Ｍ－ＮＥＴ代金回収
サービス）を運用しています。集金業務に要する手間や
コストなど、事務負担を軽減したい介護事業者様には大
変便利なサービスです。

新刊書籍のご案内
「宮崎県の福祉と保健 令和６年度版」を刊行

お問い合わせにつきましては、
企画課（0985-22-3145）までお気軽にお電話ください。
本会ホームページに詳細を記載していますので、御
確認ください。

本書は、宮崎県の福祉・保健・
医療の現状をまとめたものです。
ぜひ御活用ください。本会ホーム
ページからお申込みいただけます。

体裁：A4判　237頁 /
発行年月：令和６年10月　　　　　　　
価格：1,320円（税込）

社会福祉研修センター TEL.0985-23-5307
FAX.0985-23-5306

平成29年１月から令和５年度末までの相談支援件数は580世帯。
　経済的援助（現物給付）の支援総額は2,200万円を超えています。

一
口
２
５
０
ポ
イ
ン
ト

か
ら
交
換
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

（
株
）宮
崎
信
販
M
C
カ
ー
ド
の

M
C
ポ
イ
ン
ト
交
換
商
品
に「
本
会

へ
の
寄
付
」が
追
加
さ
れ
ま
し
た

https://www.mkensha.or.jp/application/
post-3.html
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施設支援課TEL.0985-22-3380
FAX.0985-23-3160

複数の社会福祉法人による社会貢献の取組
生活困窮者等に対する相談支援事業 みやざき安心セーフティネット事業

Ⅰ 事業の目的

Ⅱ 相談支援実績

本会では、平成29年１月から、本事業に参加する社会福祉法人（施設）が市町村社会福祉協議会や行政、自立相談支
援機関、民生委員・児童委員等の関係機関と連携・協働しながら、制度のはざまの生活困窮など様々な課題を抱える世
帯に対し、自立に向けた総合的な支援や緊急を要する場合に経済的援助（現物給付）を実施しています。

平成29年１月から令和５年度末までの相談支援件数は580世帯。
　経済的援助（現物給付）の支援総額は2,200万円を超えています。

●相談者の世帯構成は、580世帯のうち294世帯（50.7％）が独居。
●生活困窮に至った要因は、「失業」、「債務」、「障がい」の順に多く、ほとんどの世帯が複合的な課題を抱えています。
●相談者の年齢層は、30代～ 50代が322名（55.5％）と働き盛り世代が占めています。
●経済的援助（現物給付）の内容は、「食材費」、「日用品」、「水道光熱費」と、命にかかわる緊急支援が６割を占めています。

相談者の多くは、メンタルヘルスの不調などにより人間関係がうまくいかず、仕事が続かない、失業したことで生活
費のために借金してしまうなど、複合的な課題を抱えています。

このような世帯に対する相談支援は、社会福祉法人と市町村社会福祉協議会が関係機関等と連携し、役割分担しなが
ら支援するネットワークづくりが重要となります。

これからも、本会では、「みやざき安心セーフティネット事業」を通して、生活困窮者等の自立支援に取り組んで参
りますので、皆様のご協力をお願いいたします。

294
139

80
35

12
13

7

独居
親子

母子・父子
夫婦のみ

兄弟・姉妹
その他

不明

相談者の世帯構成【表１】 

252

227

139

107

102

失業

債務※1

障がい※2

高齢

傷病

生活困窮に至った主な要因（重複回答）【表２】 

※1：金銭管理に課題がある世帯を含む

※2：身体障がい、知的障がい、精神障がい、　　　　　　

　　    メンタルヘルスに課題がある世帯を含む

みやざき安心セーフティネット
事業概要はこちらから
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地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

　

様
々
な
福
祉
施
策
や
サ
ー
ビ
ス
、
ま

た
は
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
情
報
な
ど
、
地

域
の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
利

用
で
き
る
多
く
の
手
段
・
情
報
に
精
通

し
た
人
材
の
こ
と
で
す
。

　

本
会
で
は
、「
宮
崎
県
地
域
福
祉
支
援

計
画
（
Ⅰ
期
）」
に
基
づ
き
平
成
19
年
度

よ
り
養
成
を
開
始
し
、
令
和
元
年
度
ま

で
に
、
行
政
職
員
を
は
じ
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
、
社
会
福
祉
施
設
職
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
職
員
等
、
７
６
１
名
の
方
々

が
養
成
研
修
を
修
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
施

設
や
関
係
機
関
等
に
所
属
し
な
が
ら
実

践
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
・
機
能

　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

基
盤
と
な
る
所
属
組
織
、
専
門
性
が
あ

る
中
に
、
地
域
福
祉
の
理
念
や
手
法
を

加
え
、
様
々
な
関
係
機
関
・
団
体
等
と

連
携
・
協
働
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

「
地
域
福
祉
推
進
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

様
々
な
場
面
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
り
、

６
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
知
る
、
気
づ
く
、

つ
な
ぐ
、
働
き
か
け
る
、
動
か
す
・
組
む
、

つ
く
る
）
の
も
と
、
個
別
の
生
活
課
題

と
地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
フ
ォ
ー
マ

ル
な
資
源
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
源

を
活
用
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
活
動
し

て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

　

令
和
元
年
度
末
で
「
宮
崎
県
地
域
福

祉
支
援
計
画
（
Ⅲ
期
）」
の
養
成
目
標
数

に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
以

降
は
新
規
養
成
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
令
和
５
年
度
よ
り
新
規
養
成

研
修
を
再
開
し
ま
し
た
。（
令
和
５
年
度

は
43
名
が
養
成
研
修
を
修
了
。）
今
年
度

も
引
き
続
き
養
成
研
修
を
行
っ
て
お
り
、

新
た
な
地
域
福
祉
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　

養
成
し
た
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
更
な
る
資
質
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

（
横
を
つ
な
ぐ
連
絡
会
議
を
兼
ね
た
）
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
実
践

報
告
や
意
見
交
換
な
ど
を
通
し
て
、
市
町

村
域
を
超
え
て
の
連
携
強
化
や
、
複
雑
・

複
合
化
す
る
地
域
の
生
活
課
題
へ
の
対
応

力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
期
待

　

地
域
住
民
の
複
雑
・
複
合
化
し
た
支

援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
包
括
的

な
支
援
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
本

県
に
お
い
て
も
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
を
活
用
し
た
体
制
づ
く
り
な
ど
地

域
の
実
情
や
特
色
等
を
活
か
し
た
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
包
括
的
支
援
体
制

の
構
築
に
向
け
て
中
核
と
な
る
重
要
な

担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
各
々

の
所
属
や
専
門
性
、
強
み
を
活
か
し
、

多
様
な
主
体
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

地域・ボランティア課 TEL.0985-25-0539
FAX.0985-31-6575

地
域
福
祉
推
進
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
な「
共

に
生
き
る
」「
排
除
し
な
い
」
と
い
う
共
生
文
化
を

醸
成
し
て
い
く
う
え
で
、
福
祉
教
育
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
研
修
で
は
、
地
域
で
共
に
育
む

「
福
祉
教
育
」
の
意
義
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
学
校
及

び
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
豊
か
な
心
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
の
実
践
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て
ど

の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
い
て
実
践
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
か
、
共
に
考
え
、
共
に
学
び
合
う
こ
と

を
目
的
に
、
２
会
場
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

①
県
北
会
場
：
８
月
８
日
（
木
）

②
県
央
会
場
：
８
月
９
日
（
金
）

講
師
に
日
本
福
祉
大
学
准
教
授
の
小
林
洋
司
氏

を
お
招
き
し
、「
地
域
で
共
に
育
む
福
祉
教
育
～
こ

こ
ろ
を
動
か
す
協
同
実
践
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
林
先
生
か
ら
は
、
福
祉
教
育
は
、『
人
と
人

が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
』『
人
が
し
あ
わ
せ
を
追

求
す
る
う
え
で
必
要
な
教

育
』
で
あ
り
、
福
祉
教
育

に
お
け
る
協
同
実
践
と
は
、

『
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
、

共
通
の
経
験
の
中
で
感
じ

た
り
、
発
見
し
た
り
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
、
多

く
の
人
と
と
も
に
、
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
一
緒

に
考
え
て
い
く
た
め
に
、
知
識
や
技
術
、
常
識
や

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
つ
く
り
な
お
し
た
り
上
書

き
し
た
り
す
る
た
め
に
学
び
合
う
営
み
』
で
あ
る

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
で
協
同
実
践
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、『
正
し
い
福
祉
教
育
、

誤
っ
た
福
祉
教
育
で
は
な
く
、
ど
う
工
夫
す
れ
ば
い

い
の
か
、
な
に
か
い
い
方
法
は
な
い
の
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
』
と
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
事
例
発
表
と
し
て
、
県
北
会
場
で
は
、

日
向
市
社
協
の
加
藤
氏
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の
声
が

地
域
の
新
た
な
仕
組
み
へ

と
つ
な
が
っ
た
「
学
校
に

お
け
る
地
域
を
基
盤
と
し

た
福
祉
教
育
実
践
」
や
、
学

校
及
び
地
域
と
の
す
り
合

わ
せ
の
重
要
性
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
央
会
場
で
は
、
木
城
町
社
協
の
西
村
氏
か
ら
、

地
域
調
査
か
ら
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
や
り

た
い
こ
と
を
考
え
、
地
域

住
民
と
と
も
に
地
域
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

だ
「
み
ど
り
の
杜
木
城
学

園
７
年
生
に
お
け
る
福
祉

教
育
実
践
」
や
地
域
の
人

や
物
を
巻
き
込
む
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
後
半
で
は
、
地
域
で
（
学
校
で
）
の
福
祉

の
学
び
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
具
体

的
に
考
え
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
引
き
続
き
研
修
会
等
を
通
し
て
、

県
内
の
福
祉
教
育
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

毎
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
か
月
間
「
み

や
ざ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
月
間
」
を
県
内
各

市
町
村
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
今

後
の
更
な
る
活
動
の
活

発
化
に
向
け
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
促
進
を
図
る
た
め
に

も
、
つ
な
が
り
の
再
構

築
を
強
化
す
る
新
た
な

視
点
で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

体
験
月
間
期
間
中
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
の
も
と
、
福

祉
、
自
然
・
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
、
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

小
林
市
野
尻
町

で
は
、
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
設
立
に

つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
学
習
支

援
前
の
事
前
準
備

か
ら
携
わ
っ
て
も

ら
う
『
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
校
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
習
字
な
ど

の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、
意
欲
的
に
児
童
と

関
わ
り
、
児
童
か
ら
は
「
楽
し
い
」「
分
か
ら

な
い
所
を
教
え
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」「
ま

た
来
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
保
護
者
か
ら

も
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
回
の
体

験
活
動
を
通
し
て
、
世
代
間
交
流
も
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

西
米
良
村
で
は
、『
高
齢
者
と
の
清
掃
活
動

体
験
』
と
し
て
、
小
学
生
20
名
や
そ
の
保
護

者
を
含
む
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
村

所
八
幡
神
社
の
除

草
・
清
掃
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
西

米
良
村
で
大
切
に

さ
れ
て
い
る
「
菊

池
の
精
神
」
の
元

に
な
っ
て
い
る
菊

池
家
の
歴
史
に
触

れ
る
機
会
と
し
、
日
頃
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち

を
こ
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
高
齢
者
と
児
童

の
交
流
の
場
と
も
な
り
、
清
掃
後
の
き
れ
い
な

神
社
を
前
に
、
み
な
さ
ん
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
来
年
、
更
に
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

出
会
っ
て
、知
っ
て
、つ
な
が
っ
て

「
み
や
ざ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
月
間
」

「
令
和
６
年
度
福
祉
教
育
推
進
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

ボランティア活動推進
マスコットキャラクター

「 ボラみん 」
イベントなどに
無料貸出中！

地域・ボランティア課TEL.0985-25-0539
FAX.0985-31-6575
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「
心
豊
か
に
歌
う
全
国
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
」

�

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
観
覧
者
募
集
中
で
す

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、「
心
豊
か
に
歌
う
全
国
ふ
れ
あ
い
短

歌
大
会
」
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
12
月
７
日

（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

「
心
豊
か
に
歌
う
全
国
ふ
れ
あ
い
短
歌
大

会
」
は
今
年
で
23
回
目
を
迎
え
、
国
内
全
て

の
都
道
府
県
、
海
外
で
は
台
湾
と
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
、
１
９
３
４
人
、
３
１
６
９
首
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞

２
首
、
優
秀
賞
13
首
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

「
短
歌
ト
ー
ク
」
で
は
、
受
賞
作
品
の
選

者
で
歌
人
の
伊
藤
一
彦
氏
に
よ
る
進
行
で
、

受
賞
者
に
作
品
を
詠
ま
れ
た
経
緯
や
思
い
な

ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
講

評
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
語
り
合
い
ま
す
。

期
日　
令
和
６
年
12
月
７
日(

土)

場
所　
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル

開
場　
午
後
０
時
30
分　
入
場
無
料

　
　
　
※
当
日
入
場
も
可

時
間　
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

内 

容

◇
表
彰
式

「
心
豊
か
に
歌
う
全
国
ふ
れ
あ
い
短
歌
大

会
」
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞

◇
短
歌
ト
ー
ク

～
老
い
て
歌
お
う 

そ
し
て
元
気
に
～

《
令
和
６
年
度　
ゲ
ス
ト（
ス
ピ
ー
カ
ー
）》

　
⃝
河
野　
俊
嗣 

氏
（
宮
崎
県
知
事
）

　
⃝
町
川　
安
久 

氏
（
県
社
協
会
長
）

　
⃝
浜
砂
な
ぎ
さ 

氏
（
チ
ェ
リ
ス
ト
）

　
⃝
久
永　
草
太 

氏
（
歌
人
・
獣
医
師
）

　
申
込
受
付 

①
氏
名 

②
住
所 

③
電
話
番
号
を
添
え
て
、

電
話
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

事
前
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
当
日
来

場
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
歌
集
「
老
い
て
歌

お
う
２
０
２
４
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。

Y
o
u 

t
u
b
e
で
も

視
聴
で
き
ま
す
！

イ
ベ
ン
ト
公
式
L
I
N
E

は
じ
め
ま
し
た

〒880-8515 宮崎市原町2-22
宮崎県社会福祉協議会
長寿社会推進センター
Email：chouju ＠ mkensha.or.jp
https://www.mkensha.or.jp/

令
和
５
年
度
の
表
彰
式
で
す
。

県
社
協　

町
川
会
長
よ
り
賞
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
短
歌
ト
ー
ク
で
す
。　

高
齢
者
の
方
々
の
楽
し
い

ト
ー
ク
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

問 合 せ

プレゼントがあります！

令和5年度

過去の受賞作品など
紹介しています★

長寿社会推進センター TEL.0985-31-9630
FAX.0985-31-9665

大
会
に
応
募
さ
れ
た
全
員
の
作

品
（
一
人
一
首
）
を
掲
載
し

た
短
歌
集
「
老
い
て
歌
お
う

２
０
２
4
」
は
12
月
初
旬
に
鉱

脈
社
よ
り
刊
行
予
定
で
す
。
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虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

（
高
齢
者
・
障
が
い
者
虐
待
防
止
）

宮
崎
県
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護

に
関
す
る
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
・
障
が
い
者

や
、
介
護
に
疲
れ
た
家
族
・
支
援
者
等
の

「
サ
イ
ン
」
に
気
づ
き
、
見
逃
さ
な
い
こ
と

が
虐
待
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

周
り
の
方
に
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

虐
待
を
さ
れ
て
い
る
確
証
は
な

く
て
構
い
ま
せ
ん
。

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
住
い
の
市
町
村
役
場

の
窓
口
へ
相
談
・
通
報
し
て
く
だ

さ
い
‼

心理的虐待
● 怒鳴る・罵る　● 無視する
● 子ども扱いする
● 排泄の失敗を笑う　など

  サイン　　　　　　　　　　
□ パニックを起こす
□ 自分を傷つける
□ 攻撃的な態度　など

身体的虐待
● 叩く・つねる・蹴る
● 閉じ込める
● 縛る（身体拘束）など
  サイン

□ 体に傷やあざなどがしばしば見られる
□ おびえたり怖がったりする
□ 傷の説明が変化する　など

性的虐待
● わいせつな行為を
　 したり強要する
● わいせつな動画を
　 見せる
● 裸にさせる　など
  サイン

□ 性器などに出血がある
□ 人目をさけ一人で
　 いたがる
□ 相談をためらう　など

放棄・放任
● 食事を与えない
● 入浴させない
● 医療を受けさせない 

　 など
  サイン

□ 体や衣服から
　 臭いがする
□ 不自然に
　 空腹を訴える　など

経済的虐待
● 年金や賃金を渡さない
● 本人の合意なしに財産や
　 預貯金を使う　など　　
  サイン

□ 年金等の収入があるのに介護
　 保険サービス・障がい福祉
　 サービス、生活費などの支払
　 いができていない
□ お金を使っている様子がない

など

虐待の種類と見られるサイン

ののし

〜
虐
待
の
通
報
・
対
応
の
流
れ
〜

心
配
な
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
見
つ
け
た

お
住
い
の
市
町
村
窓
口
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
・
通
報
す
る

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
保
護
・
支
援

養
護
者
な
ど
虐
待
を
行
っ
た
人
の
支
援

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
危
険
が

あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
き
は

立
ち
入
り
調
査
を
行
う

通
報
や
届
け
出
の
内
容
を
検
討
す
る

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

事
実
確
認
を
す
る

※
通
報
者
の
秘
密
や
権

利
は
守
ら
れ
ま
す
。
あ

な
た
の
気
づ
き
で
救
わ

れ
る
人
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

権利擁護支援センターTEL.0985-25-1100
FAX.0985-22-6670

 高齢者権利擁護支援センターより
★令和６年４月よりすべての介護サービス施設・事業所において虐待防
止委員会の設置が義務付けられました。当センターでは、介護施設を対
象に施設従事者研修を計画しており、「虐待防止委員会の具体的な役割
について」「不適切なケア」をテーマに、研修を行う予定です。※オン
ライン研修

■１１月１８日（月）終日開催
■１１月２７日（水）終日開催

施設の管理者、虐待防止委員会の担当職員の方、是非ご参加をお願い
します。

 障がい者権利擁護センターより
★「令和6年度障がい者虐待防止・権利擁護研修」を12月と1月に実施
します。今年度の申込みは終了していますが、毎年実施している研修です。
※障がい福祉施設、事業所は、次のことが宮崎県で義務付けられています。

・2 ～ 3年に1回はこの研修を受けること
・事業所内で虐待防止に関する研修を毎年行うこと

★障害者虐待防止法により、障がい福祉施設、事業所は、虐待防止委員
会を定期的に開催することが義務化されています。虐待防止・早期発見
のため、適切に委員会を運営しましょう。
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福祉人材センター TEL.0985-32-9740
FAX.0985-27-0877

「ひなたの福祉講座」を開催しています（中学生・高校生対象）

福祉人材定着支援セミナーを開催します

じんザイくんは、福祉
の仕事を応援する宮崎
県福祉人材センターの
キャラクターです。 じんザイくん

出前講座

福祉人材センターでは、若年層の社会福祉への理解を深め、将来的に福祉分野への進路選択や
就業を促進することを目的に「ひなたの福祉講座」を開催しています。

出前講座では、福祉の職場で働いている専門職（介護福祉士、保育士、社会福祉士、精神保健
福祉士、理学療法士、作業療法士等）の方が学校へ赴き、オンライン見学会では施設と学校をオ
ンラインで繋ぎ、福祉の仕事のやりがいや魅力、具体的な仕事の内容、福祉の仕事に就いたきっ
かけや資格取得の方法、学生のうちに身に付けた方が良いこと等についてお話しします。

学校からの要望に合わせて、楽しく、分かりやすい伝え方を工夫しています。

少子高齢化が進行する中、福祉・介護分野の人材不足が大きな課題となっています。このため人材確保・定着に向けて積極的に取り組ま
れている法人の事例を通して、人材採用のポイントについて必要な考え方を学びます。

講　　演　「元施設長の失敗談から人財定着を考える」　
　　　　 講 師 合同会社介護の未来　代 表  阿 部 充 宏 氏（神奈川県）

日　　時　令和６年12月12日㈭ 13時30分から16時30分まで

会　　場　宮崎県福祉総合センター　本館２階 セミナールーム（宮崎市原町２-22）

参加対象　県内の福祉施設職員（施設長、管理者、リーダー等）　
　　　　　楽しいけれど真剣に…真剣だけど楽しく…みんなで一緒に考えていきましょう！

1970年生まれ。社会福祉士・介護福祉士・
介護支援専門員。神奈川県の特養介護職か
らキャリアアップし、法人の事業部長や特
養施設長を経験。2015年に起業し独立。現
在は、行政委託によるケアプラン点検事業

（15市町村・年間600件）、運営指導事業（６
市町村・年間約100件）人材育成研修（年間
100講演以上）などを実施。

生徒のアンケートより

〇仕事をしているからこそわかる気持ちを知ることができ、認知症のことにつ
いても知ることができた。
〇福祉に関する仕事が身の回りにはたくさんあるんだなと思った。実際に体験
することによって、詳しく知ることができた。

●見たことのない機械や利用しやすいための設備などがあって、利用者さんた
ちに使いやすい施設だなと思った。
●施設の中にもたくさんの職種があったことにびっくりした。

介護福祉士修学資金貸付制度の貸付予約受付中【高校３年生対象】

介護福祉士を目指す生徒に対し、修学資
金の貸付けを行う制度です。

介護福祉士の養成施設等を卒業後、１年
以内に、介護福祉士として宮崎県内で介護
等の業務に従事し、５年間従事すれば返還
が免除されます。

福祉人材貸付相談室　TEL.0985-61-2424

ホームページは
こちら

募集期間 令和6年12月２７日㈮まで〈入学前申請〉

⃝修 学 資 金／月額５万円以内
⃝入 学 準 備 金／ 20万円以内
⃝就 職 準 備 金／ 20万円以内
⃝国家試験対策費／年額４万円以内

オンライン見学会

問い合せ先

詳しくは
お電話を !

介護福祉士の話を聴く生徒達。この後、車椅子での
介助方法や声掛けについても学びました。

講師紹介
合同会社介護の未来　
代表 阿部 充宏 氏
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共同募金会TEL.0985-22-3878
FAX.0985-22-3879

第78回「赤い羽根共同募金運動」が10月１日より全国一斉にはじまりました。
温かいご支援・ご協力をよろしくお願いします。

10
月
1
日
か
ら
第
78
回
目
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
初
日
に
は
、
全

日
本
空
輸
株
式
会
社
協
力
の
も
と
、
第
63
回
「
赤
い

羽
根
空
の
第
一
便
」
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
乗
務
員 

幾
度　
玲
那
様
よ
り
「
厚

生
労
働
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、「
中
央
共
同
募
金
会
会

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
と
も
に
、
共
同
募
金
運
動
の
シ

ン
ボ
ル
「
赤
い
羽
根
」
が
、
宮
崎
県 

日
隈　
俊
郎　

副
知
事
、
宮
崎
市 

清
山　
知
憲　
市
長
、
宮
崎
県

共
同
募
金
会 

町
川　
安
久 

会
長
、
宮
崎
市
共
同
募

金
委
員
会 

佐
山　
幸
二 

会
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
据
え
、
孤
独
・
孤
立

の
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
や
、
生
活
に
困
窮
す

る
人
々
へ
の
支
援
が
よ
り
一
層
必
要
と
さ
れ
る
中
、

共
同
募
金
の
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
よ
く
す
る
し
く

み
。」
を
掲
げ
て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
の

対
応
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
々
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮崎県共同募金会では、運動の広報の一環として、本年も赤い羽根広報絵画の募集をした
ところ、総数８６９点の応募がありました。

本年度は、宮崎市立住吉中学校３年 遠竹 美優さんの作品が最優秀作に選ばれました。
遠竹さんは、この作品に『募金したお金で障がいのある人やお年寄、子どもなどみんなが

笑顔になる活動につながって欲しいという願いで描きました。』との想いをこめています。
遠竹さんの作品は「図書カード」「クオカード」「オリジナル付箋」に活用させていただき

ます。
入選作品については、本会ホームページの「赤い羽根美術館」にて御覧いただけます。
赤い羽根広報絵画募集へのたくさんのご応募ありがとうございました。

最優秀作
遠竹　美優さんさん　

（宮崎市立住吉中学校　3年）

優秀作
竹村　実莉さん

（宮崎市立広瀬小学校　２年）
福重　芽生さん

（綾町立綾中学校　３年）
橋本　　心さん

（宮崎県立宮崎商業高等学校　３年）
小川　実杜さん

（宮崎日本大学高等学校　１年）

赤い羽根図書カード・赤い羽根図書カード・
クオカード受付クオカード受付

赤い羽根広報絵画　最優秀作を原画と
した図書カード・クオカードを作成しま
した。1,000円以上の寄付につき、図書
カード、クオカードのどちらかをお選び
いただけます。

赤い羽根×みやざき犬　ピンバッジの紹介赤い羽根×みやざき犬　ピンバッジの紹介
宮崎県のシンボルキャラクターでお馴染みの「みやざき犬」ピンバッジ

２０２４を作成しました！今年は、神々に扮したみ
やざき犬が赤い羽根に乗り、天孫降臨しているデザ
インです。

５００円以上の寄付で1つお渡しします。詳しく
は、宮崎県共同募金会ホームページに掲載していま
す。是非、御覧ください。

第24回 赤い羽根広報絵画 入選おめでとうございます!

2024年 宮崎県共同募金会　オリジナル寄付つきグッズを作成しました!!

1,000円以上の寄付につき１枚

詳しくは、宮崎県共同募金会ホームページに掲載しています。ご覧ください。
図書カード・クオカード、ピンバッジ募金のお申し込みは…宮崎県共同募金会☎0985-22-3878 にお問い合わせください。

赤い羽根空の第一便伝達式の様子
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運営適正化委員会 TEL.0985-60-0822
FAX.0985-60-0823

令和６年度苦情解決セミナーの実施概要について
※苦情解決セミナーの実施要綱を県社協ホームページに掲載し、具体的な申込方法等についてご案内をしており
ます。ご参加（動画配信）を考えている事業所におかれましては、県社協ホームページを御覧いただきますよう
お願いいたします。

「宮崎県社会福祉協議会ホームページトップ」➡「お知らせ」➡
「研修・講座」（福祉サービス苦情解決セミナー申込）
ホームページ URL http://www.mkensha.or.jp/

１　趣　旨
本セミナーは、福祉サービス提供事業者段階における苦情解決の体制や役割をはじめ、苦情への対応方法等について、

具体的な事例等も織り込みながら、質の高い福祉サービスの実現を目指すとともに、遠隔地や職員数の少ない事業所など
においても参加し易いように動画配信により実施します。　

２　主　催 
社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会・宮崎県福祉サービス運営適正化委員会 

３　日　時（動画配信期間） 
動画配信により令和７年２月を予定 

４　対 象 者 
（１）社会福祉施設・事業所の苦情解決担当者、苦情解決責任者、第三者委員 
（２）法人の理事等役員、社会福祉施設・事業所の職員の方 

５　講　演 （動画配信）
※講師、時間及び内容等については調整中

６　研修受講に必要な環境について 
パソコン又はタブレット端末を準備し、有線による安定したインターネット接続

７　研修テキストの入手及び動画へのアクセス方法について
受講料の入金が確認できた事業所には動画配信期間初日の４日前までに視聴 URL 等を申込フォームに記載されたメール

アドレスに送信します。

８　申込期間および申込方法 
（１）申込期間 令和６年１１月中を予定。 
（２）申込方法　参加申込入力フォーム URL 等から施設・事業所単位でのお申込み。

９　受講料 
（１）施設・事業所当たり（参加人数に関係なく）4,400 円（内　消費税 (10％ )400 円）
（２）「８　申込期間および申込方法」にしたがって申し込まれた事業所・施設に対して申込確認後、参加費振込依頼票を

順次送付します。
（３）参加される事業所は、送付された参加費振込依頼票により納付期限までに受講料を振り込んでいただきますようお願

いします。返金はできません。

10　問合わせ先

　【事務局】社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会　宮崎県福祉サービス運営適正化委員会
　〒 880-8515 宮崎市原町 2-22　TEL 0985-60-0822　FAX 0985-60-0823
　メールアドレス unei@mkensha.or.jp
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〈SJ23-11315より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から補償（＊）

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和６年度
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ23-11446より抜粋）

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

令和６年度




